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4 正負の数と文字式

復
　
習Q1

復
　
習Q2

1 数と式

正負の数と文字式
次の計算をしなさい。

⑴　-8+3-(-2)　　　⑵　4÷(-6)×(-3)　　　⑶　2×(-5)2　　　⑷　9+2×(-32+4)

　次の計算をしなさい。
⑴　(2x-5)+(3x+2)　　　　⑵　(x-3y)-(2x-y)　　　　⑶　2(x-2y)-3(2x-3y)

加法　同符号のときは，絶対値の和に共通の符号をつける。
異符号のときは，絶対値の差に絶対値の大きい方の符号をつける。

減法　引く数の符号を変えて加法に直す。
乗法　絶対値の積に，負の数が偶数個のときは+，奇数個のときは-をつける。
除法　割る数を逆数にして乗法に直す。
四則計算　かっこの中・累乗　→　乗法・除法　→　加法・減法　の順に計算する。

考え方

⑴　-8+3 は，(-8)+(+3)

の項だけを並べたもの。

⑵　-6の逆数は-
1
6

⑶　累乗を先に計算する。
(-5)

2
=(-5)×(-5)

⑷　累乗を先に計算する。
-3

2
=-(3×3)

(-3)
2
=(-3)×(-3)

かっこの有無に注意する。

考え方

⑴ 　+（　）はかっこをはずし
ても，項の符号は変わらない。

⑵ 　-(2x-y)=-2x+y

各項の符号を変える。
⑶　-3(2x-3y)

=-3×2x+(-3)×(-3y)

=-6x+9y

文字の部分が同じである項を同類項という。
同類項は，分配法則を逆に使って 1つの項にまとめることができる。
加法　かっこをはずし，同類項や数の項をそれぞれまとめる。
減法　引く方の式の各項の符号を変えて加える。

答案
⑴　-8+3-(-2)

=-8+3+2

=-8+5

=-3　…… 答

⑵　4÷(-6)×(-3)

=4×(- 1
6 )×(-3)

=4× 1
6
×3

=2　…… 答

⑶　2×(-5)
2

=2×25

=50　…… 答

⑷　9+2×(-3
2
+4)

=9+2×(-9+4)

=9+2×(-5)

=9-10

=-1　…… 答

答案
⑴　(2x-5)+(3x+2)=2x-5+3x+2=(2+3)x+(-5+2)

=5x-3　…… 答

⑵　(x-3y)-(2x-y)=x-3y-2x+y=(1-2)x+(-3+1)y

=-x-2y　…… 答

⑶　2(x-2y)-3(2x-3y)=2x-4y-6x+9y=(2-6)x+(-4+9)y

=-4x+5y　…… 答

正負の数の計算

１次式の計算

分配法則

a(b+c)=ab+ac

(a+b)c=ac+bc
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5正負の数と文字式

Q1 〈正負の数の計算〉について，まとめよう。

Q2 〈１次式の計算〉について，まとめよう。

まとめ

学習日　　　　月　　　日

学習の目標

確 認 問 題

まとめ

確 認 問 題

1  正負の数の四則計算を復習しよう。
2  １次式の加法，減法や分配法則について復習しよう。

●　次の計算をしなさい。
⑴　-9+4-(-3)　　 ⑵　6÷(-8)×4　　 ⑶　3×(-2)

2　　 ⑷　15-3×(-4
2
+10)

⑴　-9+4-(-3)

=-9+4+

=

⑵　6÷(-8)×4

=6×( )×4

=

⑶　3×(-2)
2

=3×

=

⑷　15-3×(-4
2
+10)

=15-3×( )

=15+

=

■　文字の部分が同じである項を という。

は， 法則を逆に使って 1つの項にまとめることができる。

加法　かっこをはずし， 項や数の項をそれぞれまとめる。

減法　引く方の式の各項の を変えて加える。

●　次の計算をしなさい。
⑴　(3x-2)+(4x+3)　　　 ⑵　(2x+y)-(3x-4y)　　　 ⑶　3(2x-y)-2(x-3y)

■　加法　同符号のときは，絶対値の に の符号をつける。

異符号のときは，絶対値の に絶対値の い方の符号をつける。

減法　引く数の を変えて加法に直す。

乗法　絶対値の に，負の数が偶数個のときは ，奇数個のときは をつける。

除法　割る数を にして乗法に直す。

⑴　(3x-2)+(4x+3) ⑵　(2x+y)-(3x-4y) ⑶　3(2x-y)-2(x-3y)

=3x-2+  =2x+y-  = -

=  =  =
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6 正負の数と文字式

演 習 問 題

2 次の計算をしなさい。 Q2

⑴　(4a-5)+(5a-3)

⑶　5(3a-2b)-4(2a-b)

⑵　(2x-5y)-(5x-6y)

⑷　15( 3
5

x-
1
3

y)+ 1
2

(-8x+2y)

3 次の計算をしなさい。

⑴　 14
15
×(- 3

4 )+(- 2
3 )

2

÷ 5
6

⑵　 2x-y
3

-
x-2y

4

⑴　-6-2-(-5)

⑶　(-2)
4×(-5)

⑵　9÷(-12)×8

⑷　(7-5
2
)÷(-9)

1 次の計算をしなさい。 Q1
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7正負の数と文字式

先生メモ先生メモ

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

正負の数の加減乗除ができた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

正負の数の四則計算ができた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

１次式の加減ができた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

分配法則が使えた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

★自分でチェックしてみよう★ ●正負の数と文字式

 次の空欄をうめなさい。

⑴ 　正負の数の加法は，同符号ならば，絶対値の に共通の符号をつけ，異符号ならば，絶

対値の に絶対値の い方の符号をつける。減法は，引く数の を変えて加

法に直す。乗法では，積の符号は，負の数が偶数個のときは ，奇数個のときは

となる。除法は，割る数を にして乗法に直す。

⑵ 　1次式で，文字の部分が同じである項を といい，1つの項にまとめることがで

きる。

1 次の計算をしなさい。

⑴　-7+5-(-6) ⑵　(-4)÷(-10)×15

⑶　4×(-3)
3
 ⑷　11-8×(-2

2
+3)

2 次の計算をしなさい。

⑴　(3x-8)+(5x+1) ⑵　(3x-2y)-(4x-5y) ⑶　3(4x-y)-2(3x-4y)
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8 単項式と多項式

基
　
本Q1

基
　
本Q2

2 数と式

単項式と多項式
⑴　単項式-4a

2
bx

3の係数と次数を答えなさい。
⑵　単項式-4a

2
bx

3の xに着目した係数と次数を答えなさい。

　次の整式の同類項をまとめなさい。
⑴　x

2+x-3-2x+2x
2-1 ⑵　3a

2-2ab+5-2a
2-ab-2

数や文字およびそれらを掛けただけで作られる式を単項式という。
数の部分をその単項式の係数といい，掛けた文字の個数をその単項式の次数という。
数だけの単項式の次数は 0である。ただし，数 0の次数は考えない。
単項式が 2種類以上の文字を含むとき，特定の文字に着目して係数や次数を考えることがある。
この場合，残りの文字は数と同じように扱う。

単項式

単項式の和として表される式を多項式といい，その 1つ 1つの単項式を，この多項式の項という。
単項式と多項式を合わせて整式という。
多項式の項の中で，文字の部分が同じである項を同類項という。
同類項は，次のように，係数の和を計算して，1つの項にまとめることができる。

ma+na=(m+n)a　　　ma-na=(m-n)a

同類項をまとめた多項式において，最も次数の高い項の次数を，その多項式の次数という。
また，次数が nの多項式を n次式という。

考え方

⑴　文字が特に指示されていな
い場合，係数は数の部分，次
数は掛けた文字の個数であ
る。

⑵　文字が指示されている場
合，その文字以外のものは，
数とみなす。

答案
⑴ 　-4a

2
bx

3
=-4×a×a×b×x×x×x

数の部分は-4，掛けた文字の個数は 6である。
係数は-4，次数は 6　…… 答

⑵ 　-4a
2
bx

3
=-4a

2
b×x

3

着目する xの個数は 3，それ以外の部分は係数である。
係数は-4a

2
b，次数は 3　…… 答

考え方

⑴　同類項は，x
2と 2x

2，
xと-2x，-3と-1である。
x

2
=x×xだから，x

2と xは同
類項ではないので，注意する。

⑵　同類項は，3a2と-2a
2，

-2abと-ab，5と-2であ
る。

答案
⑴　x

2
+x-3-2x+2x

2
-1=x

2
+2x

2
+x-2x-3-1

=(1+2)x
2
+(1-2)x+(-3-1)

=3x
2
-x-4　…… 答

⑵　3a
2
-2ab+5-2a

2
-ab-2=3a

2
-2a

2
-2ab-ab+5-2

=(3-2)a
2
+(-2-1)ab+(5-2)

=a
2
-3ab+3　…… 答

整式
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9単項式と多項式

Q1 〈単項式〉について，まとめよう。

Q2 〈整式〉について，まとめよう。

学習日　　　　月　　　日

学習の目標

確 認 問 題

確 認 問 題

まとめ

まとめ

1  単項式について理解し，係数と次数がいえるようになろう。
2  多項式について理解し，同類項がまとめられるようになろう。

⑴　単項式-3ab
2
x

2の係数と次数を答えなさい。
⑵　単項式-3ab

2
x

2の xに着目した係数と次数を答えなさい。

■　単項式の和として表される式を といい，その 1つ 1つの単項式を という。

単項式と多項式を合わせて という。

多項式の項の中で，文字の部分が同じである項を という。

同類項は， の和を計算して，1つの項にまとめることができる。

同類項をまとめた多項式において，最も次数の高い項の次数を，その多項式の という。

また，次数が nの多項式を という。

●　次の整式の同類項をまとめなさい。
⑴　x

2
+2x-4-4x+3x

2
-5 ⑵　4a

2
-5ab+7-3a

2
-ab-1

■　数や文字およびそれらを掛けただけで作られる式を という。

数の部分をその単項式の といい，掛けた文字の個数をその単項式の という。

単項式が 2種類以上の文字を含むとき，特定の文字に着目して や を考えることがあ

る。この場合，残りの文字は と同じように扱う。

⑴　x
2
+2x-4-4x+3x

2
-5

=( +3)x
2
+(2- )x+( -5)=

⑵　4a
2
-5ab+7-3a

2
-ab-1

=(4- )a
2
+( -1)ab+( -1)=

⑴　係数は ，次数は ⑵　係数は ，次数は
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10 単項式と多項式

演 習 問 題

3 次の整式は何次式か答えなさい。

1 次の問いに答えなさい。 Q1

2 次の整式の同類項をまとめなさい。 Q2

⑴　次の単項式の係数と次数を答えなさい。
①　8x

3
 ②　-a

2
b

3
 ③　-6ax

3
y

2

⑵　次の単項式で［　］内の文字に着目したとき，その係数と次数を答えなさい。
①　7ab

2
x

2　［x］ ②　-2a
2
bx　［a］ ③　-9ab

3
x

2　［aと x］

⑴　2x
3
-5x

2
+1+3x

3
-x

2
-4x-8

⑶　4a
2
-3ab+5b

2
-5a

2
+8ab-7b

2

⑵　6x
2
-7xy+5-4x

2
+3xy+y

2
-5

⑷　a
3
-3a

2
b+3ab

2
-b

3
-a

3
-3a

2
b-3ab

2
-b

3

⑴　x
3
-2x+5

⑶　3x
2
-3x-5-2x

2
+x+6

⑵　a-2a
2
+5a

3
-a

4

⑷　a
3
b-2a

2
b+3ab

2
-5
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11単項式と多項式

先生メモ先生メモ

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

係数と次数がいえた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

特定の文字に着目できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

多項式を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

同類項をまとめられた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

★自分でチェックしてみよう★ ●単項式と多項式

 次の空欄をうめなさい。

⑴　単項式では，数の部分を といい，掛けた文字の個数を という。

⑵　 単項式の和として表される式を といい，その1つ1つの単項式を という。

文字の部分が同じである を といい，1つにまとめることができる。

1 次の問いに答えなさい。

⑴　次の単項式の係数と次数を答えなさい。
①　4abx ②　-7x

2
y

2

⑵　次の単項式で［　］内の文字に着目したとき，その係数と次数を答えなさい。
①　-8ax

3　［x］ ②　10ab
2
x　［a］

2 次の整式の同類項をまとめなさい。

⑴　5x
2
-3x+2-2x

2
+7x+1 ⑵　a

2
-4a+5-2a

2
+6a-6

⑶　3a
2
-4ab+7-a

2
+2ab-2 ⑷　6x

2
-3xy+1-5x

2
+7xy-1
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